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第27回道腎協定期総会議案書

貿jt商道抑厩舎舘

I淑戸ｉ４ここヌ1ンー

　

案内図

札幌駅

第27回定期総会ご案内

－
－ 第27同総会を下記のように

開催いたします。

会ほ、ご家族の皆様お誘い

介わせのうえご参加下さい。

記

　　　

日

　

時一一

　　

５月30日(日)

　　

10 : 00～12 : 00

　　　

第27回総会

　　　

(昼

　

食)

　　

13 1 00～15 100

　　

医療講演会

　　　　

会

　

場

札幌市

　

ホテルユニオン

　　　　　

⊂束二〔〕

・地下鉄－西線４｢西11丁目｣下車､ほ歩５分

●タクシー●●札幌駅より７分

・巾営パス⇒1中央区役所配｣下車､徒歩１分

・市粛南一柔線4F中央区役所前丿下車､徒歩５９

〒060-0063

　

(コこＥ)

札幌市中央区南３条西１２丁目
霊会館代表(011)561―8759
Sホテル代表(011)561-6161

　　　　　

＿＿＿

総会当日はこの議案書をご持参ください

昼食は道腎協で用意します。

北海道腎臓病患者連絡協議会
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第27回総会次第

開会のあいさつ

黙

　

と

　　

う

会長のあいさつ

来賓のあいさつ

祝電・メッセージ披露

議長選出

議

　　　　

事

　　　

平成15年度活動報告

　　　

平成15年度決算報告

　　　

平成15年度会計監査報告

　　　

平成16年度活動方針（案）

　　　

平成16年度予算（案）

　　　

スローガン（案）

　　　

総会宣言（案）

　　　

平成16年度役員紹介

議長解任

閉会のあいさつ

道腎協総会記念

昼

　

食

医療講演会

゛゛゛゛‾¬

‥‥‥10 : 00

‥‥‥12：00

13 : 00より

演題「透析患者の心臓のはなし」

　　　　　　　　　

～よりよい生活を送るために～

講師

　

医療法人社団北海道恵愛会

　

南一条病院

　　　　

院

　

長

　

工

　

藤

　

靖

　

夫

　

先生
-－

２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｓ
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は
じ
め
に

　

平
成
1
5
年
度
の
日
本
は
、
イ
ラ
ク
へ

の
自
衛
隊
派
遣
や
、
市
町
村
合
併
、
口
‥

本
全
体
の
『
構
造
改
革
』
を
進
め
、
日

本
政
府
の
鰹
済
再
建
を
進
め
る
と
い
う
『

大
変
な
激
動
の
年
で
し
た
。

　

し
か
し
、
抜
本
的
な
『
財
政
改
革
』

を
す
る
と
い
い
な
が
ら
無
駄
な
公
共
事

業
や
保
養
施
設
、
見
せ
か
け
だ
け
の
統

廃
合
や
、
看
板
を
掛
け
替
え
た
だ
け
の

赤
字
だ
ら
け
の
特
殊
法
人
は
改
革
で
き

ず
、
掛
け
声
だ
け
で
終
わ
り
そ
う
で
ず
。

そ
の
反
面
、
国
民
に
対
し
て
は
、
大
変

厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　

平
成
1
5
年
４
月
か
ら
社
会
保
険
料
（
医

療
保
険
、
厚
生
年
金
。
介
護
保
険
、
雇

用
保
険
）
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
保

険
料
の
算
定
基
礎
が
総
報
酬
制
（
月
収

プ
ラ
ス
賞
与
）
に
移
行
す
る
と
同
時
に
、

掛
率
も
ア
ッ
プ
し
た
の
で
、
保
険
料
は

従
来
以
上
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
１
年
間
の
物
価
の
下
落
に
合

せ
て
、
各
種
年
金
や
国
の
手
当
が
６
月

支
給
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
、
国
は
金
融
機
関
に
は
膨
大
な
公

lg、

的
賢
金
を
投
入
し
て
い
な
が
ら
『
三
位

一
体
改
革
』
と
称
し
て
、
地
方
交
付
税
、

補
助
金
、
脱
源
移
譲
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
税
源
移
譲
は
小
幅
に
、
交
付
税
や
補

助
金
の
削
減
は
大
幅
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
、
北
海
道
で
も
地
方
交
付
税

と
道
税
収
の
減
少
で
。
道
単
独
事
業
の

見
直
し
や
切
捨
て
が
行
な
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
『
財
政
再
建
団
体
』
に
な

る
と
独
自
の
事
業
も
出
来
な
く
な
る
と

い
わ
れ
私
達
の
「
生
命
」
と
『
暮
ら
し
』

を
守
る
福
祉
予
算
ま
で
も
が
、
一
般
・

公
共
事
業
と
一
律
に
削
瞰
さ
れ
る
の
は
、

納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
達
。
透
析
患
者
や
他
の
璽
度
心
身

障
害
者
に
係
る
、
道
単
独
で
実
施
し
て

い
る
、
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
」
に
も
影
響
か
現
れ
住
民
税
課
税

世
帯
に
対
し
、
自
己
負
担
と
実
質
的
な

所
得
制
限
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
に
対
し
て
。
道
腎
協
と
地
城
腎
友

会
は
一
致
団
結
し
て
、
要
望
・
陳
情
・

請
願
署
名
等
の
反
対
活
動
を
活
発
に
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
私
達
の
医
療
・
生
活
を
守
る

た
め
に
。
全
会
員
・
家
族
が
積
極
的
に

活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
１

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

第
2
3
回
腎
提
供
者
拡
大

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
Ｈ
年
か
ら
毎
年

1
0
月
を
「
瞰
器
移
植
推
進
月
間
」
と
決

め
て
か
ら
、
５
回
目
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
1
5
年
９
月
2
8
日
剛
全
国
に
先
駆

け
、
全
道
1
8
ヵ
所
の
地
城
腎
友
会
で
約

４
２
０
名
の
患
者
・
家
族
・
医
療
・
行

政
の
関
係
者
・
そ
の
他
協
力
団
体
の
番

加
に
よ
り
、
地
城
の
特
色
を
生
か
し
街

頭
や
各
地
の
催
事
場
で
臓
器
提
供
意
思

表
示
カ
ー
ド
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
尿
検
査

試
験
紙
な
ど
を
配
布
し
、
血
圧
測
定
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
設
け
、
献
腎
に
つ
い
て
の
理

解
と
協
力
を
人
々
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
。
全
道
や
全
国
的
に
も
献
腎

提
供
は
年
々
減
っ
て
来
て
お
り
、
本
人

が
「
臓
器
提
供
を
し
な
い
」
と
い
・
つ
意

思
表
示
が
無
い
限
り
、
遺
族
の
承
許
で

臓
器
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
国
会
で
’
臓

器
移
植
の
法
律
改
正
」
が
、
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
移
植
に
も
道
を
開
く
「
１

５
歳
未
満
の
脳
死
」
も
認
め
る
よ
う
に
。

国
会
諦
願
署
名
２
４
、
３
９
４
名
も
実

施
し
ま
し
た
。

閉

　

第
3
3
次
全
腎
協
国
会
請
願

　
　

署
名
募
金
・
Ｊ
Ｐ
Ｃ
国
会

　
　

請
願
署
名
募
金
運
動

　

全
腎
協
が
昭
和
4
6
年
６
月
に
結
成
さ

　

・

れ
。
そ
の
年
の
o
月
1
8
日
に
第
１
次
国

　

３

会
請
願
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

　

・

ら
毎
年
続
け
、
第
3
3
回
迄
に
な
り
ま
し

た
。
透
析
機
器
の
増
股
、
更
生
医
療
適

用
、
障
害
年
金
等
、
透
析
患
者
の
医
療
・

生
活
を
保
障
す
る
為
に
と
先
達
が
活
勤

し
て
く
れ
た
賜
も
の
で
す
。
今
後
も
、

私
達
の
透
析
生
活
を
守
る
た
め
に
、
―

人
で
も
多
く
署
名
し
て
頂
け
る
よ
う
活

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
3
3
次
国
会
請
願
は
平
成
1
6
年
３
月

2
5
日
閑
、
全
国
か
ら
代
表
者
が
集
ま
り
、

道
腎
協
か
ら
は
佐
藤
利
國
氏
（
室
蘭
）
、

柳
沼
正
一
氏
（
札
幌
）
、
小
平
敏
明
氏
（
旭

川
）
。
自
費
で
伊
林
義
男
氏
（
旭
川
）
が

参
加
し
て
、
本
道
選
出
の
衆
参
両
議
員
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「募金配分割合」全腎協募金．地方腎友会50%.遭腎協35%.全腎協１５％

　　　　　　　　

ＪＰＣ募金：遭難病達50％、JPC30%、遭腎協20％

　　　　　　　　

－は地元難病達支部に納入

※この署名（全腎協）は３月25日に固会に請願されました．

に
紹
介
議
貝
に
な
っ
て
戴
く
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　

尚
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
国
会
請
願
は
６
月
７
‐

淘
に
実
施
さ
れ
る
’
ｒ
ヽ
疋
で
す
。

　

令
腎
協
署
名
>
l
c
:
数
５
５
、
１
３
３
名

　
　

募
金
額
２
、
３
１
２
、
８
８
３
円

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
署
名
者
数
３
０
、
４
０
８
名

　
　

夥
金
額

　
　

２
０
８
、
４
３
６
円

国会臍願

図

　

全
腎
協
大
会
の
参
加
に

　
　

つ
い
て

　

ｆ
成
'
-
'
^
i
i
ｒ
L
n
月
ｏ
ｃ
‐
間
山
‐
県
国
際

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
約
１
。

０
５
５
名
の
参
加
行
に
お
い
て
開
催
さ

４



れ
ま
し
た
。
尚
．
Ｆ
へ
会
に
あ
わ
せ
て
ツ

ア
ー
を
企
画
し
道
腎
協
か
ら
Ｈ
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

剛

　

全
腎
協
青
年
交
流
集
会
北
海

　
　

遭
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
1
5
年
８
月
3
0
‐
出
・
3
1
日
剛
、
北

海
道
余
市
郡
赤
井
川
村
ヤ
マ
ハ
ー
キ
ロ
ロ

リ
ソ
ー
ト
ホ
テ
ル
ピ
ア
ノ
で
全
腎
協
青

年
交
流
集
会
が
道
腎
協
青
年
部
の
全
而

的
な
協
力
の
も
と
。
全
国
の
青
乍
部
仲
間

１
５
５
名
が
集
い
交
流
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
↓
討
論
会
で

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
道

遭議会事痛局へ臍願署名提出

腎
協
か
ら
数
名
の
役
目
も
助
言
者
と
し

て
参
加
し
て
、
令
国
の
青
年
郎
の
抱
え

て
い
る
悩
み
を
話
し
介
い
ま
し
た
。

一
9
I
キ
ロ
ロ
の
自
然
と
遊
ぼ
う
と
し
て
、

キ
ロ
ロ
リ
ソ
ー
ト
の
施
設
を
利
用
し
て

様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。
（
ぜ
ん
じ
ん
き
よ
・
り
第
２
０
０
呼
掲

載
）

閤

　

全
腎
協
全
国
代
表
者
会
議
に

　
　

つ
い
て

　

平
成
1
5
年
７
川
５
‐
出
・
６
日
剛
の
両

‐
、
東
京
に
お
い
て
全
国
代
表
者
会
議
が

開
催
さ
れ
川
村
会
艮
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
以
前
か
ら
各
都
道
府
県

会
長
と
全
腎
協
理
事
が
自
由
に
討
論
し

あ
い
意
思
統
。
と
団
結
を
深
め
る
場
が

求
め
ら
れ
今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

閤

　

診
療
報
酬
へ
の
時
間
区
分
制

　
　

と
食
事
加
算
の
復
活
を
要
望

　
　

す
る
厚
労
省
へ
の
ハ
ガ
キ
活

　
　

勣

　

ｆ
成
1
5
年
1
2
月
、
令
腎
協
の
要
請
に

従
い
、
診
療
報
酬
改
善
要
求
を
し
ま
し

た
。
１
・
透
析
時
間
の
短
縮
を
や
め
、
患

者
が
必
要
な
治
療
時
間
を
認
め
る
こ
と

‐
ぶ
食
事
加
算
の
廃
止
を
や
め
。
必
要
な

外
来
食
を
治
療
食
と
認
め
る
こ
と
ま
。
・
必

要
な
検
査
を
包
括
し
て
検
査
を
制
限
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
と
３
項
目
の

要
求
を
道
腎
協
各
役
員
か
ら
。
厚
生
労

働
省
保
険
局
医
療
課
と
財
務
竹
4
i
:
計
岫

宛
に
送
付
し
ま
し
た
。

２

道
内
活
動
の

取
り
組
み

田

　

遭
と
の
意
見
交
換
会

　

平
成
1
5
年
1
2
月
1
6
H
㈹
、
午
前
1
0
時

か
ら
道
庁
会
離
室
に
於
い
て
道
側
８
名
、

道
腎
協
８
名
に
よ
る
出
席
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
　

『
腎
疾
思
総
合
対
策
』
の
早
期
確
立

に
つ
い
て
、
７
項
目
の
要
望
を
意
m
J
交

換
論
議
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
成
果
と

し
て
は
、
道
か
ら
再
三
医
師
会
を
通
じ

更
生
医
療
機
関
の
指
定
申
請
に
つ
い
て

要
蹟
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
ど
う
じ
ん
第
9
7
呼
掲
載
）

倒

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

　
　

成
制
度
の
見
直
し
に
対
す
る

　
　

反
対
活
動
に
つ
い
て

　

前
項
に
記
述
し
ま
し
た
よ
う
に
．
道

と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
「
繊
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
（
以
ド
マ
ル
障
）

に
つ
い
て
は
．
担
当
課
か
ら
は
従
来
ど

お
り
の
日
｀
解
に
変
わ
り
な
い
と
い
う
事

で
し
た
．
し
か
し
．
1
2
月
1
9
‐
倒
に
マ

ル
障
ａ
t
*
直
し
の
説
明
を
し
た
い
と
、
道

腎
協
事
務
局
に
来
局
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
昭
和
4
8
年
に
マ
ル
障

制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
の
人
改
悪
で
し

た
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
現
行
ど
お

り
、
課
税
世
帯
は
。
割
負
担
（
通
院
１

２
、
０
０
０
円
／
月
Ｌ
限
、
入
院
４
０
、

２
０
０
円
／
月
上
限
）
と
い
う
も
の
で

す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
障
制
度
と

は
「
北
海
道
医
療
賢
給
付
事
業
」
と
し

て
、
道
の
補
助
金
と
各
巾
町
村
が
共
同

で
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
道
腎
協

で
は
。
結
成
以
来
始
め
て
の
緊
急
臨
時

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
平
成
1
6
年
１
月
1
0
日

出
に
開
催
。
道
か
ら
担
当
課
３
名
が
来

　

・

ら
れ
て
説
明
し
て
戴
き
ま
し
た
。
そ
し

　

５

て
ヽ
道
腎
協
と
し
て
①
道
議
会
請
願
署

　

一

名
活
動
、
②
知
事
へ
の
要
望
書
、
③
各

地
域
腎
友
会
、
会
長
名
で
知
事
と
実
施

Ｉ
体
の
各
首
長
へ
の
要
望
書
、
４
　
各
会

員
か
ら
の
知
事
へ
の
要
望
活
動
、
Ｓ
会

員
に
Ｉ
外
を
配
布
す
る
、
を
早
急
に
実

施
す
る
と
い
う
事
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ル
陣
見
直
し
反
対
活
勣
報
告

０
平
成
1
6
年
１
月
1
3
‐
、
難
病
連
北
海

　

道
財
政
立
直
し
プ
ラ
ン
対
応
行
動
委

　

員
会
出
席
（
川
村
会
長
）

〇
平
成
1
6
年
１
月
2
9
日
、
道
保
健
福
祉

　

部
艮
へ
要
望
書
提
出
（
川
村
会
艮
、

　

青
柳
副
会
艮
、
柳
沼
運
営
委
随
。
忙

　

藤
全
腎
協
理
事
）



〇
平
成
1
6
年
２
‐
n
2
4
日
、
紹
介
離
員
要

　

請
（
川
村
会
艮
、
青
柳
副
会
艮
、
柳

　

沼
運
営
委
員
。
佐
藤
全
腎
脇
理
事
、

　

鈴
木
相
談
役
）

０
平
成
1
6
年
２
月
2
7
日
、
障
道
協
要
望

　

書
提
出
び
出
席
（
川
村
会
畏
）

○
平
成
1
6
年
３
月
２
日
、
雛
病
連
主
催

　

の
道
側
説
明
会
出
席
（
川
村
会
長
）

ｏ
Ｕ
-
成
1
6
年
３
月
４
日
、
紹
介
議
員
要

　

請
（
川
村
会
長
、
大
深
運
営
委
員
）

Ｏ
平
成
1
6
年
３
月
５
‐
、
紹
介
議
目
要

　

誦
（
川
村
会
艮
、
柳
沼
運
営
委
員
）

○
平
成
1
6
年
３
月
７
口
、
障
道
協
打
ち

　

合
わ
せ
会
議
出
席
（
川
村
会
長
）

〇
平
成
1
6
年
３
月
９
日
、
難
病
連
陳
悄

　

書
提
出
に
参
加
（
川
村
会
艮
）

０
７
成
1
6
年
３
月
1
0
口
。
道
離
会
事
務

　

局
に
請
願
署
名
提
川
、
署
名
数
５
、

　

７
３
８
名
、
紹
介
議
員
3
1
名
で
最
終

　

受
理
さ
れ
る
。

Ｏ
平
成
1
6
年
３
月
1
5
‐
、
本
会
議
に
て

　

付
託
議
案
と
し
て
受
理
。

Ｏ
平
成
1
6
年
３
月
2
3
日
、
保
健
福
祉
委

　

員
会
で
審
議
さ
れ
る
。

〈
紹
介
議
員
〉
（
敬
称
略
）
（
順
不
同
）

（
自
民
党
）

　

加
藤
礼
一
（
旭
川
）
、
和
田
敬
友
（
札

　

幌
）
、
清
水
誠
。
（
ト
勝
）
、
小
野
寺

　

秀
（
帯
広
）

　
　
　

｛
日
計
…
４
名

　

（
民
主
党
）

　

滝
口
信
喜
（
室
蘭
）
、
蝦
名
清
悦
（
札

幌
）
、
日
下
太
郎
（
網
走
）
、
池
本
柳

次
（
十
勝
）
、
佐
々
木
隆
博
（
上
川
）
、

井
野
厚
（
登
別
）
、
北
準
一
（
空
知
）
、

田
村
熊
治
（
胆
振
）
、
林
大
記
（
札
幌
）
、

岡
田
篤
（
釧
路
)
-
ｍ
田
昭
紘
（
釧
路
）
、

沖
田
龍
児
（
苫
小
牧
）
、
高
鳴
由
紀
雄

　

（
空
知
）

　
　
　
　

今
計
…
1
3
名

（
公
明
党
）

佐
藤
英
道
（
札
幌
）
、
稲
津
久
（
窄
知
）
、

横
山
信
一
（
函
館
）

　

八
［
計
・
：
３
名

（
日
本
共
産
党
）

人
磯
晃
（
札
幌
）
、
‐
高
令
７
　
（
函
館
）
、

真
ド
紀
子
（
旭
川
）
、
花
岡
ユ
リ
･
ｉ
-
（
小

樽
）

　
　
　
　
　
　

合
計
.
.
.
―
名

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）

金
岩
武
古
（
日
高
）
、
岡
田
憲
明
（
深

川
)
'
久
保
雅
司
（
札
幌
）
、
＃
Ｌ
真

　

澄
（
紋
別
）
．
山
本
雅
紀
（
室
蘭
）
、

　

織
田
展
嘉
（
石
狩
）
、
大
河
昭
彦
（
滝

　

川
）

　
　
　
　
　
　

八
］
計
・
：
７
名

　
　
　
　
　
　
　

各
党
派
合
計
3
1
名

図

　

Ｊ
Ｒ
運
賃
割
引
の
距
離
制
限

　
　
　

を
な
く
す
活
動
に
つ
い
て

　

平
成
1
5
年
1
0
月
2
3
‐
出
に
．
道
腎
協

が
主
体
に
な
り
（
財
）
北
海
道
難
病
迪

と
連
名
で
．
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
身
体
障
害

者
の
旅
客
運
賃
割
引
制
度
の
適
用
拡
人

　

（
１
０
０
Ｌ
Ｉ
以
下
で
の
単
独
乗
車
）
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
．

　

後
‐
の
回
答
の
結
果
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
単
独
で
は
財
源
的
に
厳
し
い
と
の
事

で
、
現
時
点
で
は
無
理
と
い
う
事
で
し

た
。
仙
し
"
　
ｍ
ｍ
運
賃
へ
の
割
引
適
用

だ
け
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
普

通
急
行
料
金
に
も
介
護
者
と
共
に
割
引

適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
ど
う
じ
ん
第
9
7
号
掲
載
）

㈲

　

道
腎
協
青
年
齢
の
活
勣
に
つ

　
　

い
て

○
研
修
会

　
　

平
成
1
5
年
Ｈ
月
８
‐
出
。
９
‐
卵

　

札
幌
の
北
海
道
難
病
セ
ン
タ
ー
に
て

　

参
加
者
1
0
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青年部キロロ討論会

　

テ
ー
マ
は
『
透
析
食
に
つ
い
て
も
・
つ

　

一
度
考
え
よ
う
』
と
い
う
こ
と
で
。

　

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
の
リ
ン
の
勉
強
会

　

や
自
分
達
で
考
え
た
献
立
で
夕
食
と

　

朝
食
を
作
り
ま
し
た
。

　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
機
関
紙
と

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ
せ

　

る
た
め
に
。
内
容
の
見
直
し
を
し
て

　

コ
ン
テ
ン
ツ
（
悄
報
）
を
増
や
し
て

　

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
交
流
会平

成
1
6
年
２
月
７
‐
山
、

８
‐
剛

に
十
勝
幕
別
温
泉
に
て
参
加
者
1
4
名

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
腎
協
事
務

局
の
金
子
雅
美
さ
ん
、
川
村
隆
志
道

腎
協
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
。
平

成
1
5
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
1
5
乍
度
で
の
問
題
点
や

前
回
の
交
流
会
で
の
反
省
を
も
と
に
、

平
成
1
6
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
話
し

〈
口
い
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
交
流

会
・
勉
強
会
の
内
容
、
各
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
岡
会
蹟
願
活
動
な
ど
の
青
年
部

と
し
て
貢
献
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
活
発
に
意
Ｕ
‘
交
換
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
履
初
に
川
村
会
艮
よ

り
、
道
の
取
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
。
全
腎
協
の

金
子
雅
美
さ
ん
と
釧
路
の
伊
藤
清
か

６



　

さ
ん
か
ら
、
更
生
医
療
な
ど
の
透
析

　

医
療
費
に
つ
い
て
他
県
で
の
現
状
も

　

踏
ま
え
な
が
ら
懇
切
丁
寧
に
解
脱
し

　

て
頂
き
ま
し
た
．
更
生
医
療
の
仕
組

　

み
や
違
い
、
今
後
の
問
題
点
な
ど
が

　

い
ろ
い
ろ
と
見
え
て
き
ま
し
た
．

○
そ
の
他

　

・
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
１
通
信
の
発
行

　

・
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加

　

・
全
腎
協
全
国
大
会
ｌ
ｎ
下
関
（
青

　
　

年
部
副
部
長
参
加
）

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

　

・
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
運
営

即

　

他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

①
キ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

　

３
が
平
成
1
5
年
７
月
2
0
日
剛
．
千
歳

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
に
於
い
て
闘
催

　

さ
れ
．
そ
の
会
場
で
臓
器
移
櫨
キ
ャ

　

ン
．
ヘ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
．

　
　

北
海
道
移
植
者
協
議
会
、
市
立
札

　

幌
病
院
腎
移
植
科
・
平
野
哲
夫
先
生

　

他
２
名
、
日
本
臓
器
侈
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
２
名
、
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク
４
名
、

　

北
梅
道
ア
イ
バ
ン
ク
２
名
、
国
立
西

　

札
幌
病
院
８
名
．
千
歳
腎
友
会
４
名
、

　

道
腎
協
５
名
、
計
2
8
名
に
よ
り
．
入

　

蝸
者
約
２
０
、
０
０
０
人
に
対
し
、

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等

　

８
、
０
０
０
組
を
配
布
し
、
又
、
1
5

　

歳
未
満
の
臓
器
移
植
確
立
の
国
会
請

　

願
署
名
も
行
い
ま
し
た
。

②
北
海
道
難
病
連
の
腎
臓
病
部
会
と

　

し
て
難
病
連
各
地
域
支
部
活
動
や
全

　

道
集
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ク
リ
ス
マ

　

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
。
バ
ザ
ー
等
に
参
加

　

し
ま
し
た
。

③
「
北
海
道
肝
炎
訴
訟
の
会
」
や
「
学

　

生
無
年
金
障
害
者
」
を
救
済
す
る
為

　

の
要
望
文
書
を
そ
れ
ぞ
れ
厚
生
労
働

　

省
に
出
し
ま
し
た
。

３

組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

ｍ

　

第
2
6
回
遭
腎
協
定
期
総
会

　
　

苫
小
牧
大
会

　

第
2
6
回
道
腎
協
定
期
総
会
が
平
成
1
5

年
５
月
2
5
日
剛
苫
小
牧
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
於
い
て
。
来
賓
５
名
、
全
道
各
地

よ
り
会
員
・
家
族
１
３
３
名
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
は
午
前
1
0
時
よ
り
檎
本
運

営
委
員
の
司
会
で
闘
催
さ
れ
、
亡
く
な

ら
れ
た
会
員
の
皆
様
に
黙
祷
を
捧
げ
。

堀
井
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
祝
電
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

議
長
に
２
名
を
選
出
し
囃
事
に
入
り
、

平
成
1
4
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

監
査
報
告
が
あ
り
多
少
の
質
疑
応
答
の

あ
と
３
件
併
せ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
平
成
1
5
年
度
活
動
方

針
（
案
）
、
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
又
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
総
会
宜
言

を
探
択
し
て
す
べ
て
の
議
題
を
終
了
し

ま
し
た
。

閉

　

第
5
4
回
（
社
）
全
腎
協

　
　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
5
年
４
月
1
2
日
出
‐
1
3
口
ｍ
両

日
、
札
幌
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
、

役
員
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
3
5
名
の
出
席

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
城
患
者
会
報
告
、
全
腎
協
総
会

報
告
、
第
3
2
次
国
会
甜
願
報
告
。
運
営

会
議
報
告
に
続
き
、
道
腎
協
定
期
総
会

議
案
書
が
討
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
又
、
道
と
の
意
見
交
換
会
報
告
、

全
腎
協
青
年
交
流
集
会
北
海
道
大
会
開

催
の
準
俑
状
況
の
経
過
報
告
が
あ
り
。

組
織
強
化
検
討
委
員
会
で
は
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
の
伊
達
、
静
内
を
正
式
に
幹

事
を
出
せ
る
地
城
腎
友
会
と
し
て
露
め

る
等
、
討
議
し
終
了
し
ま
し
た
。

即

　

第
5
5
回
（
社
）
全
腎
協

　
　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
5
年
1
0
月
2
5
日
出
・
2
6
日
間
両

日
、
札
幌
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
、

役
員
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
4
3
名
の
出
席

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
と
し
て
、
地
域
患
者
会
組
織
活

動
報
告
、
全
腎
協
理
事
会
報
告
。
道
腎

協
前
期
活
動
報
告
、
会
計
・
会
計
監
査

報
告
、
道
へ
の
要
望
等
討
継
し
ま
し
た
。

㈲

　

臨
時
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
6
年
１
月
1
0
日
出
ホ
テ
ル
札
幌

会
館
に
於
い
て
、
役
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

等
3
6
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
1
6
年
1
0
月
よ
り
マ
ル
障
に
一
割

負
担
を
導
入
す
る
と
の
事
で
、
急
濾
。

遭
保
健
福
祉
部
よ
り
３
名
の
出
席
を
い

　

一

た
だ
き
脱
明
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

　

７

具
体
的
な
活
動
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

。

　
　
　
　
　

（
ど
う
じ
ん
第
9
7
号
掲
載
）

倒

　

各
地
域
腎
友
会
で
の
活
動
に

　
　
　

つ
い
て

　

道
腎
協
は
他
都
府
県
と
違
い
。
広
大

な
地
城
の
為
、
地
城
腎
友
会
、
市
町
単

位
の
腎
友
会
、
病
院
患
者
会
が
加
人
し

た
り
と
、
多
様
な
組
織
形
態
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

各
地
城
腎
友
会
の
取
り
組
み
と
し
て
。

患
者
の
自
立
支
援
事
業
。
通
院
介
護
事

葉
へ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
、
通
院
費
助

成
問
題
、
緊
急
時
透
析
カ
ー
ド
作
成
、

透
析
施
股
の
開
設
や
改
築
の
時
に
様
々



な
要
望
を
実
施
す
る
等
行
政
に
対
し
て

積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、
各
種

の
講
習
会
、
学
習
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
会
員
の
親
睦
、
交
流
を
図
る
催

し
か
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
未
加

入
患
者
、
高
齢
化
、
会
の
無
関
心
な
ど

諸
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
現
役
員
も

畏
期
に
な
り
、
後
継
者
の
育
成
も
難
し

い
状
況
で
す
が
、
勤
務
の
合
間
や
入
・

退
院
を
し
な
が
ら
患
者
会
の
た
め
に
活

勤
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
ど
う
じ
ん
第
9
7
号
掲
載
）

㈲

　

各
種
学
習
会
に
つ
い
て

　

道
腎
協
で
は
『
会
員
・
家
族
の
医
療

知
瞰
の
向
上
』
『
社
会
保
障
の
動
き
』
等

会
員
の
為
に
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
合

わ
せ
独
自
の
活
動
と
し
て
、
医
療
講
演

会
や
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
医
康
講
演
会

　

①
平
成
1
5
年
５
月
2
5
日
間
「
透
析

　
　

医
療
の
基
本
と
そ
の
活
用
に
つ
い

　
　

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
医
療
法
人

　
　

王
子
総
合
病
院
循
環
器
科
医
長
。

　
　

高
木
隔
一
先
生
に
講
演
し
て
戴
き

　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
ど
う
じ
ん
第
9
5
号
掲
載
）

　

②
平
成
1
5
年
８
月
３
日
剛
北
海
道

　
　

難
病
連
全
道
集
会
の
腎
臓
病
部
会

　
　

の
分
科
会
と
し
て
『
腎
移
植
の
現

　
　

実
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
岡
本
病
院

　
　

医
師
・
北
海
道
移
植
者
協
議
会
会

　
　

長
、
松
浦
信
博
先
生
に
講
演
し
て

　
　

戴
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
ど
う
じ
ん
第
9
6
号
掲
載
）

○
役
員
研
修
会

　
　

平
成
1
5
年
1
0
月
2
6
日
間
第
5
5
回
ブ

　

ロ
ッ
ク
会
議
終
了
後
「
組
織
拡
大
に

　

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
役
員
に

　

事
前
に
会
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　

配
布
し
研
修
会
に
於
い
て
、
い
か
に

　

未
加
入
患
者
に
加
入
し
て
頂
く
か
活

　

発
に
綸
議
し
ま
し
た
。

閉

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て

　

会
員
数
は
平
成
1
4
年
度
末
で
４
、
６

９
９
名
で
し
た
が
、
今
年
度
末
は
４
、

５
４
５
名
に
減
少
に
な
り
ま
し
た
。

　

透
析
患
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

腎
友
会
へ
の
入
会
率
が
低
い
の
は
、
透

析
導
入
か
ら
医
療
費
の
負
担
が
な
く
、

会
へ
の
無
闇
心
な
方
や
高
齢
化
、
長
期

透
析
の
合
併
症
、
要
介
護
の
方
が
増
え

て
き
て
、
会
活
動
に
参
加
で
き
な
い
か

ら
入
会
し
な
い
と
い
う
の
も
要
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
度
の
激
減
は
、
透
析
中
の

食
事
代
の
自
己
負
担
が
患
者
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
患
者
家
族
や
介
護
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
全
腎
協
・
道
腎
協
の
歴

史
や
活
動
の
成
果
を
判
り
や
す
く
説
明

し
て
、
患
者
の
先
達
が
頑
張
っ
て
今
日

の
透
析
患
者
の
医
療
・
福
祉
の
充
実
が

あ
る
事
を
根
気
よ
く
説
明
し
て
理
解
し

て
も
ら
う
事
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
透
析
医
療
賢
助
成
事

業
の
情
報
を
、
迅
速
に
伝
え
、
他
人
の

為
で
は
な
く
、
自
分
の
現
在
、
将
来
の

た
め
な
の
だ
と
い
う
事
を
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
に
、
そ
し
て
、
行
政
へ
の
要

望
、
陳
悄
な
ど
で
は
、
組
織
串
が
大
変

重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
行

き
ま
し
よ
う
。

　

今
年
度
も
入
会
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
Ｐ
Ｒ
版
を
作
成
し
、
全
道
・
全
思
者

に
配
布
し
ま
し
た
。

倒

　

広
報
活
動
に
つ
い
て

　

平
成
1
5
年
度
総
会
議
案
番
を
含
め
、

機
関
紙
″
ど
う
じ
ん
″
を
５
回
発
行
し

ま
し
た
。

　

会
の
動
き
、
社
会
・
福
祉
の
動
き
、

会
員
の
投
稿
。
医
療
講
演
会
の
内
容
、

各
腎
友
会
の
活
動
、
透
析
生
活
に
関
す

る
学
習
コ
ー
ナ
ー
、
事
務
局
の
活
動
報

告
な
ど
、
多
く
の
会
員
の
情
報
の
手
助

け
に
な
れ
ぱ
と
思
い
、
編
集
委
員
一
同

悩
み
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
役
員
に
対
し
て
今
月
の
情
報
等

も
発
行
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

平
成
1
6
年
４
月
に
診
療
報
酬
の
改
定

が
実
施
さ
れ
医
師
の
技
術
料
な
ど
「
本

体
部
分
」
は
据
置
き
、
『
薬
価
部
分
』
（
薬

価
十
医
療
材
料
）
を
引
き
下
げ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

透
析
に
関
し
て
は
、
時
間
制
区
分
と

食
事
加
算
の
復
活
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
。
透
析
技
術
料
（
人
工
腎
臓
）
は
、

据
置
き
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
検

査
料
・
指
導
料
の
「
慢
性
維
持
透
析
患

者
外
来
医
学
管
理
料
」
と
臓
器
移
植
後

の
薬
剤
管
理
に
関
す
る
『
特
定
薬
剤
治

療
管
理
料
』
（
薬
物
血
中
濃
度
）
が
引
き

下
げ
ら
れ
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
価
格

も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
は
、
国
民
医
療
費
へ
の
「
国
庫
負

担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
診
療
報
酬
を

上
げ
な
い
」
と
い
う
の
が
今
後
の
方
針

で
す
。
特
に
透
析
患
者
は
毎
年
約
１
万

３
千
人
づ
つ
増
え
る
の
で
、
透
析
医
療

費
全
体
の
締
め
付
け
が
】
段
と
厳
し
く

な
る
一
方
で
す
。

　

今
後
、
行
政
や
市
井
の
人
々
に
。
透

析
患
者
へ
の
医
療
制
度
に
更
な
る
理
解

と
拡
充
を
訴
え
る
活
動
を
展
開
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

－８－



(収入の部)

平成15年度25周年記念積立金決算報告

自

　

平成15年４月１日
至平成16年３月31日

ｒ　科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考　　　１
今　期　積　立　金 ０ ○

受　取　利　息 10 38

前　期繰越金 108.542 108.542

今　　　　計 108.552 108,580

(支出の部)

ｒ　科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考　　　’1

印　　刷　　費 ０ ○

実行委員会費 Ｏ ０

通　　信　　費 50.000 17.360 実態調査報告書発送費

雑　　　　　　費 5,000 ○

予　　備　　費 53,552 ０

安定会計繰出金 - 91,220

し　合　　　　計 108.552 108,580 フ

(収入の部)

平成15年度備品積立金決算報告
自
至

平成15年４月１日
平成16年３月31日

ｒ　科　　　　目 予算額 決算鎖 偉　　　　　　考　　　１
今期積　立　金 50.000 50.000

受　取　利　息 10 ０

前　期　繰越　金 165.309 165.309

合　　　　計 215.319 215,309

(支出の部)

ｒ　科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考　　　　１
備　　　　　　晶 ○ ０ パソコン一周辺機器

雑　　　　　　費 ０ ０

予　　備　　費 215.319 ○

次　期繰越金 - 215.309

１　合　　　　計 215.319 215.309 丿

(収入の都)

平成15年度運営安定会計決算報告
自

　

平成15年４月１Ｈ

至平成16年３月31Ｕ

ｒ　科　　　　目 予算額 決算執 備　　　　　　考　　　　１

繰　　入　　金 l･0.000 2,491.220 一般180万・特別60万・25周91.220円

受　敢　利　息 200 １１２

前　期繰越金 4.590.187 4,590,187

１　合　　　　計 5.390.387 7,081,519 ノ

(支出の郎)
ｒ　料　‾　　　日 予算額 決算額 備　　　　　　考　　　　１

繰　　出　　金 1.850.000 1.550.000 一般100万・特別50万・備品５万

予　　備　　費 3,540.387 ○

次期繰越　金 - 5.531.519

合　　　　計 5.390,387 7,081.519 リ

９－



(支出の部)

科　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

会　　議　　費 l,52O,OO(〕 1,129.420 74.3

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

900.000

250.000

250.000

120,000

572.238

245,797

207.980

103.405

63.6

98.3

83.2

86.2

旅費.会場費６、９、３月開催

10月

大会・青年交流会他

全道集会他

負　　担　　金 8,964,000 8,417.400 94.0

加盟分担金

全国会負担金

　324.000

8.640,000

　324,000

8.093.400

100.0

93.7

難病違

全腎協

事　　業　　費 5.800,000 4.644.602 80.1

総　会　費

機関紙　費

活　動　費

青年部活動費

1.600,000

2,600,000

1,300,000

　300,000

1.256.295

2,399,051

　865,988

　123.268

78.5

92.3

66.6

41.1

苫小牧（議案書含む）

4回発行,今月の情禰,ぜんじんきよ彊蔓遇

事務局運営費 5.514,794 5.370.313 97.4

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　150.000

　　60.000

　120.000

　240.000

1.008,000

　150.000

　140,000

　200.000

　200,000

　　80,000

3.050.000

　　34,000

　　82.794

　　81,583

　　48,027

　113.148

　229.740

1.008,000

　154.747

　151.868

　205,161

　196.560

　　33.451

3,032.150

　　33,084

　　82.794

54.4

80.0

94.3

95.8

100.0

103.2

108.5

102.6

　98.3

　41.8

　99.4

　97.3

100.0

切手他

パソコン通信他

振替他

水道、電気、ガス料金

コピーリース他

事務局長・事務員・アルバイト

労災保険

予　　備　　費 588,792 ０

運営安定会計繰出金 500,000 1,800,000 360.0

次期　繰越金 - 463.915

合　　　　計 22.887.586 21.825.650 95.4

－10－



(収入の部)

平成15年度一般会計決算報告

自
至

平成15年４月１日

平成16年３月31日

科　　　目 予算額 決算眼 ％ 備　　・－考　　　１

会　　　　　費

会費未納分

配分交付金

寄　　附　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　入

20.160,000

　　29.400

　　651.550

　　50.000

　　30.000

　　160.000

　　50.000

18.886.700

　　59.150

　　651,550

　　179,000

　　65.146

　　390.000

　　137.468

　93.7

201.2

100.0

358.0

217.2

243.8

274.9

前年度分

道の助成金

どうじん広告料

運営安定会計繰入金 1.300.000 1.000,000 76.9

小　　　　　計 22,430.950 21.369.014 95.3

前期繰越金 456.636 456.636

し　合　　　計 22,887.586 21,825,650 95.4

(収入の部)

平成15年度特別会計決算報告
白
至

平成15年４月１

平成16年３月31

日
日

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

北海道ブロック育成費 847,000 847,000 全腎協より

国会請願募金 800.000 857.875

キャンペーン売上金 300.000 246,900 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 50,000 23.020

雑　　収　　人 10 ７

運営安定会計繰入金 500.000 500.000

前期繰越金 375.453 375.453

合　　　　計 2.872.463 2.850.255

(支出の部)

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

ブロック会議 1.400.000 1,525.243 4、10月開催、１月臨時開催

用　品購入代 350.000 274.797 キャンペーン宣材

移植推進活動費 50.000 21.100

地域患者会組織助成金 400,000 40,000

雑　　　　　　費 50,000 21,575 発送費

通　　信　　費 10.000 4.760

腎臓移植基金 50.000 23.020 道腎パンクへ

予　　備　　費 262,463 ０

運営安定会計繰出金 300,000 600,000

次期繰越金 - 339,760

合　　　　訃 2,872.463 2.850.255
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平成15年度災害義援金決算報告
（収入の部）　　　　　　　　　　　　　白　平成15年４月１日　至　平成16年３月31日

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

受　取　利　息 30 :M

前　期　繰越金 3.851.349 3.851.349

合　　　　計 3.851.379 3.851,383

(支出の部) 自

　

平成15年４月１日

　

至 ｙ成16年３月3U3

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

災　害　見舞金 ０ 60.000 静内腎友会２件

次期繰越金 3,791.383

合　　　　計 3,851.383

平成15年度退職給与引当金会計決算報告

（収入の郎）　　　　　　　　　　　　　自　平成15年４月１日　至　平成16年３月31日

ｒ　科　　　　目 予算額 決算額 偉　　　　　　考

今期繰　入金 82.794 82.794

受　取　利　息 10 詞

前　期　繰越　金 889.206 889,206

合　　　　計 972.010 972,034

ふ
:Ｚ・ 計監査報告

　

平成15年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、預金通帳等を厳

正に精査した結果、決算書の通り相違なく、いずれも正確、妥当で

ある事を報告いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成16年４月３日

　　　　　　　　　　　　　　

会計監査役

　

蓬

　

田

　

雄

　

一⑩

　　　　　　　　　　　　　　

会計監轟役

　

福

　

原

　

真理子⑩

－一一Ｓ･

総会に参加するＣＡＰＤの患者の皆様へ

　

控室と加温器を用意しておりますので、ご参加をお待ちしており

ます。
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現
在
の
日
本
経
済
を
み
る
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ

　

（
国
内
総
生
産
）
は
ゼ
ロ
成
長
で
も
各

企
業
の
リ
ス
ト
ラ
効
果
や
輸
出
が
好
調

に
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
企
業

業
績
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
デ
フ
レ
傾
向
に
歯
止
め
が
斟

ら
ず
一
層
の
企
業
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
ま
た
完
全
失
業
率
の

高
止
ま
り
や
有
効
求
人
数
の
伸
び
悩
み

な
ど
凧
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
回
復
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
将
来
の
税
制
、
年
金
問
胆
や

イ
ー
フ
ク
ヘ
の
自
衛
隊
派
遣
な
ど
、
世
の

中
全
般
的
に
不
安
感
が
蔓
延
（
ま
ん
え
ん
）

し
て
お
り
中
々
安
定
し
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
。
道
は
２
年
後
に
財
政

再
建
団
体
に
転
落
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
道
が
助
成
し
て
い
る
事
業
の

見
直
し
を
行
い
「
受
益
と
負
担
の
適
正

化
」
を
理
由
に
、
我
々
経
済
的
基
盤
の

弱
い
障
害
者
に
ま
で
『
マ
ル
障
見
直
し
』

と
し
て
負
担
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
1
6
年
２
月
に
出
さ
れ
ま
し
た
知
事
道

政
執
行
方
針
を
見
ま
す
と
「
安
ら
ぎ
と

個
性
あ
る
地
城
づ
く
り
』
の
た
め
地
域

に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
提
供

体
制
の
充
実
を
進
め
る
。
ま
た
一
方
で

は
「
安
全
・
安
心
な
地
城
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
に
高
齢
者
や
障
害
者
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
を
図

る
と
い
う
重
点
政
策
の
展
開
を
打
ち
出

し
て
い
て
、
そ
の
代
わ
り
道
財
政
の
立

て
直
し
の
た
め
道
民
に
も
『
一
定
の
負

担
や
痛
み
を
分
か
ち
合
う
』
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
『
生
命
と
健
康
』
に
直
接

影
響
を
も
た
ら
す
制
度
の
縮
小
『
削
減

は
慎
重
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま

た
他
の
制
度
の
有
効
活
用
や
・
見
直
し
の

後
に
行
わ
れ
る
べ
き
な
ど
を
断
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私

た
ち
は
今
回
の
見
直
し
の
影
響
を
探
り

な
が
ら
行
政
に
声
を
出
し
て
い
か
な
け

れ
ば
社
会
保
障
制
度
は
益
々
後
退
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
ら
な
い

１

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

Ⅲ
第
3
4
次
全
腎
協
国
会
臍
一
署
名
募

　

金
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

長
年
透
析
患
者
会
が
単
独
で
要
望

　

し
国
会
審
議
さ
れ
る
活
動
で
す
。
わ

る
諸
問
題
で
、
特
に
医
療
に
お
い
て

は
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
も
透
析

技
術
料
の
時
間
の
区
分
制
と
食
事
加

算
の
復
活
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
改
悪
の
方
向

を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

様
な
問
題
に
対
し
て
全
国
的
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

が
国
の
透
析
患
者
数
は
約
2
3
万
人
と

　

即
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
携
帯

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
。
な
お

年
間
１
万
３
千
人
を
超
え
る
透
析
患

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
近
年
の
特
徴
は
患
者
の
高

齢
化
と
糖
尿
病
性
腎
症
の
患
者
の
急

増
で
す
。
こ
の
よ
う
な
腎
臓
病
患
者

の
実
態
を
踏
ま
え
、
腎
疾
患
分
野
に

お
け
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
総
合

化
、
す
な
わ
ち
『
腎
疾
患
総
合
対
策
』

を
早
期
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
運
動
で
す
。

よ
う
少
し
で
も
く
い
止
め
る
べ
く
会
員

　

切
医
療
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な
問

皆
で
一
致
団
結
し
て
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
よ
う
。

題
に
対
し
て
、
全
腎
協
と
共
に
活
動

を
遣
め
ま
す
。

　

国
は
。
杜
会
保
障
制
度
に
関
連
す

者
拡
大
の
た
め
、
全
国
一
斉
腎
提
供

者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
。
尚
、
道
内
は
９
月
2
6
日
ｍ
に

行
い
ま
す
。

　

臓
器
提
供
件
数
が
減
少
を
辿
る
な

か
、
東
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
よ
り
移
植
Ｊ
－
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
北
海
遺
腎
瞭
バ
ン
ク
に
は
１

名
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　

心
停
止
後
の
献
腎
は
會
思
表
示
カ
ー

ド
が
な
く
と
も
家
族
の
同
意
だ
け
で

も
出
来
ま
す
。
北
海
道
に
移
植
医
療

を
定
着
さ
せ
る
様
。
各
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
力
を
入
れ
、
道
民
に
訴
え
る
活

動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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２

道
内
活
動
の

取
組
み

　

業
の
見
直
し
に
反
対
し
ま
す
。

　
　

こ
の
助
成
事
業
の
へ
の
補
助
金
削

　

減
や
所
得
制
限
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

　

す
が
。
さ
ら
に
道
で
は
予
算
削
減
で

　

患
者
に
対
し
て
大
幅
な
自
己
負
担
を

　

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
1
6
年
６
月
の
道
議
会
に
請
願
署

　

名
を
提
出
し
ま
す
。

図
本
遭
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合
対
策

　

等
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
　

透
析
患
者
の
様
々
な
要
求
実
現
を

　

求
め
て
「
腎
疾
患
総
合
対
策
」
の
実

　

現
に
向
け
た
粘
り
強
い
活
動
が
続
け

　

ら
れ
、
医
療
、
生
活
な
ど
多
様
な
問

㈲
本
遭
に
お
け
る
要
介
護
患
者
対
策

　

卯
遭
難
病
連
と
の
遭
携
を
強
め
、
－
り

　
　

助
成
を
し
ま
す
。

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
　

私
た
ち
透
析
患
者
は
、
制
度
発
足

　

前
か
ら
要
介
護
透
析
者
の
通
院
に
っ

　

い
て
、
行
政
に
介
護
保
険
適
用
を
強

　

く
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
市
町
村
が

　

認
可
し
た
場
合
に
限
リ
介
護
タ
ク
シ
ー

　

サ
ー
ビ
ス
が
対
亀
に
さ
れ
る
事
に
な

　

り
ま
し
た
。
透
析
患
者
の
通
院
送
迎

　

の
ニ
ー
ズ
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す

　

る
一
方
で
し
ょ
う
。
行
政
な
ど
に
対

　

し
て
早
期
の
保
険
適
用
の
活
動
を
進

　

め
ま
す
。

四
本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
費
助
成

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
　

長
期
透
析
者
、
高
齢
透
析
者
が
多

　

く
な
り
、
通
院
交
通
費
の
負
担
も
多

　

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
暑
名
募
金
活
勣
な

　

㈲
会
員
を
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
名
と
す
る
こ

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

と
を
目
標
に
組
轍
串
向
上
に
努
め
ま

　

特
に
要
介
護
者
の
通
院
問
題
等
で

　
　

す
。

難
病
連
の
他
の
疾
病
部
会
や
地
方
支

　
　
　

新
観
加
入
者
増
の
為
の
Ｐ
Ｒ
版
や

都
と
一
緒
に
取
り
組
み
が
で
き
る
所

　
　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

は
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

　

即
腎
臓
移
植
基
金
の
た
め
、
募
金
箱

す
３

組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

川
地
域
愚
者
会
組
織
を
強
化
す
る
為

　

の
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
　

医
療
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
派

　

遭
で
の
協
力
を
し
ま
す
。

実
情
に
見
合
っ
た
助
成
拡
充
を
ｍ
　
　
　
　
ｇ
運
営
会
議
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
充

望
し
て
行
き
ま
す
。

題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

　

旧
透
析
施
設
の
地
域
遍
在
差
を
無
く

患
者
の
要
求
実
現
の
た
め
に
道
と
の

意
見
交
換
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

す
る
運
勣
を
進
め
ま
す
。

実
に
努
め
ま
す
。

　

緊
急
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
都
度
召

集
し
ま
す
。

各
地
城
で
の
透
析
施
殼
の
開
殼
要

　

咄
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

望
に
対
し
て
積
極
的
な
活
動
を
進
め

即
Ｊ
Ｒ
運
賃
の
距
離
制
限
を
な
く
す

　
　

ま
す
。

　

る
（
１
０
０
Ｍ
未
満
で
も
半
額
に
す

　

印
青
年
都
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

る
）
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
、
本
年
も
運
動
を
進

め
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
道
腎
協
青
年
齢
と
し
て

発
足
し
部
員
も
3
5
名
に
な
り
活
発
な

活
動
を
行
な
い
ま
す
。

　

例
年
通
り
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

の
後
に
実
施
し
ま
す
。

　

青
年
部
役
員
も
積
極
的
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
す
。

　

後
継
役
員
育
成
の
た
め
地
域
患
者

会
組
織
に
役
員
以
外
で
１
名
の
参
加

　

活
動
を
進
め
ま
す
。

　
　

２
、
８
月
を
回
収
月
と
し
ま
す
。

圏
機
関
紙
’
ど
う
じ
ん
’
の
年
５
回

　

の
発
行
と
『
今
月
の
情
報
』
の
毎
月

　

免
行
に
努
め
ま
す
。

　
　

医
療
保
険
制
度
、
公
費
医
療
制
度
、

　

介
護
保
険
、
移
櫨
等
の
賢
料
を
掲
載

　

し
て
い
き
ま
す
。

剛
新
医
療
法
等
、
愚
者
に
対
す
る
医

　

療
・
福
祉
の
情
報
を
機
関
紙
を
通
じ

　

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

悄
報
の
緊
急
性
に
よ
っ
て
は
、
そ

　

の
都
度
号
外
等
を
出
し
て
い
き
ま
す
。
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(収入の郎)

平成16年度30周年記念積立金予算(案)

自
至

平成16年４月1 H

甲成17年３月31日

科　　　　目 H16年度予算額 備　　　　　　考

今　期　積立　金 1.000.000 運営安定会計より

受　取　利　息 10

前期繰越　金 ０

合　　　　計 1.000.010

(収入の部)

平成16年度備品積立金予算(案)

　　　　　　　　　　　　　

皇
平成16年４月１日
平成17年３月31日

科　　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 備　　　　　　考

今　期　積立　金 50,000 20,000 運営安定会計より

受　取　利　息 ０ 10

前期繰越　金 165.309 215,319

合　　　　計 215.309 235,329

(収入の郎)

平成16年度運営安定会計予算(案)

自

　

平成16年４月１日

至平成17年３月31日

科　　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 備　　　　　　考

受　取　利　息 112 200

繰　　入　　金 2,491.220 900,000 一般60万、特別30万

前　期　繰越　金 4.590.187 5.621.519

合　　　　計 7,081.519 6.521,719

(支出の部)

科　　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 備　　　　　　考

繰　　出　　金 1,550.000 2.820.000 一般130、特50、偏2、30周100万

予　　備　　費 3,701.719

次期繰越金 5,531.519 一

合　　　　計 7.081.519 6,521.719
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(支出の郎)

科　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　議　　費 1,129.420 1,350.000 6.1

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病達参加費

572,238

245.797

207,980

103.405

700,000

250,000

200,000

200.000

5.2

1.1

0.7

0.9

旅費、会場賢、３．６、９月開催

10月

大会他

全道集会旭

負　　担　　金 8,417.400 8.606.900 38.8

加盟分担金

全国会負担金

　324,000

8.093,400

　326.900

8.280.000

　1.5

37.2

難病連へ

4.600名×1.800円(全腎協)

事　　業　　費 4.644.602 5.650.000 25.5

総　会　費

機関紙　費

活　動　費

青年郎活動費

1.256.295

2,399.051

　865,988

　123.268

1.500.000

2.600.000

1,300,000

　250.000

　6.8

11.7

　5.8

　1.1

札幌（議案書含む）

４回発行,今月檜禰，発送費含む

会長、会計、役員活動他

交流会・勉強会

事務局運営費 5.370.313 5.546､990 25.0

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　　81.583

　　48,027

　113.148

　229.740

1.008,000

　154.747

　151,868

　205.161

　196,560

　　33.451

3.032.150

　　33.084

　　82.794

　150.000

　　60.000

　120,000

　240.000

1.008.000

　160.000

　150,000

　210,000

　200.000

　　80.000

3,050,000

　　35.000

　　83,990

0.7

0.3

0.5

1.1

4.5

0.7

0.7

　　1

　0.9

　0.4

13.7

　0.1

　0.4

切手代他

道新、朝日、医療新聞他

84.000X12ヶ月

電話料，パソコン通信

振り込み料他

水道、電気、ガス料金

コピーリース他

事務局畏.事諮局員、アルバイト

労災保険

勤続13年

予　　備　　費 ０ 401,525 1.8

運営安定会計繰出金 1,800,000 600,000 2.8

次期繰越金 463.915 -

合　　　　計 21,825.650 22,155,415 100
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(収入の都)

平成16年度一般会計予算(案)

　　　　　　　　　　　　　

皇 平成16年４月１日

平成17年３月31日

ｒ　科　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 構成比 備　　　．考

会　　　　　費

会費未納分

配分交付金

寄　　附　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　入

18,886.700

　　591.500

　　651,550

　　179.000

　　65.146

　　390.000

　　137.468

19.320,000

　　50.000

　　591.500

　　50.000

　　30.000

　　300.000

　　50.000

89.2

　０．２

　２．７

　０．２

　０．１

　１．４

　０．２

4.600名×4,200

難病連を通じて道からの助成金

物品、本の販売

どうじん広告料

受取利息他

運営安定会計繰入金 1.000.000 1,300.000 ６．０

小　　　　　計 21.369.014 21.691.500 100.0

前期繰越金 456.636 463.915

合　　　計 21.825.650 22.155,415

(収入の部)

平成16年度特別会計予算(案)

　　　　　　　　　　　　　

皇 平成16年４月１日
平成17年３月31日

科　　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 備　　　　　　考

北海道ブロック育成費 847.000 847,000 全腎協より

国会請願募金 857,875 800,000

キャンペーン売上金 246.900 300,000 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 23,020 30,000 臓器移植基金

雑　　収　　入 ７ 10 受取利息他

運営安定会計繰入金 500,000 500.000

前　期繰越金 375.453 339.760

合　　　　計 2.850,255 2.816.770

(支出の部)

ｒ　科　　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 備　　　　　　考

ブロック会議 1.525.243 I、400,000 4・10月開催

用　品購入代 274,797 400,000 キャンペーン宣材仕入れ

地域患者会組鳶助成金 40.000 300,000

移植推進活動費 21,100 50,000

雑　　　　　　費 21.575 50.000 宣材発送費旭

通　　信　　費 4,760 10,000

腎臓移櫨基金 23.020 30.000 腎臓パンクへ寄付

予　　備　　費 ０ 276.770

運営安定会計繰出金 600.000 300.000

次期　繰越金 339,760 -

合　　　　計 2.850,255 2,816,770

－17



(収入の都)

平成16年度災害義援金予算(案)

　　　　　　　　　　　　　

呈 平成16年４月１口

平成17年３月31日

科　　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 備　　　　　　考

受　取　利　息 34 30

前期繰越　金 3.851.349 3.791.383

合　　　　計 3,851.383 3.791.413

平成16年度退職給与引当金会計予算(案)

(収入の都)
白

至

平成16年４月１日

平成17年３月31日

科　　　　目 H15年度決算額 H16年度予算額 備　　　　　　考

受　取　利　息 34 10

今期　繰入金 82.794 83.990

前期　繰越　金 889.206 972.034

合　　　　計 972,034 1.056.024
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規約第６条第２項により会員は文書で意見を述べること

ができます。活動方針案等に対し、ご意見のある方はご意

見を書いてお送りください。

(送付先:〒001-0017札幌市北区北17条西２丁目21-617

　　　　　　　　　　　

サザンアベニュー北大101道腎協)
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Ｉ

平成16年度スローガン(案)

重度心身障害者医療費助成事業見直し撤回を／

２。本道における腎疾患総合対策等の充実を／

３．要介護患者の通院送迎や介護対策の拡大を／

４．臓器提供意思表示カードの携帯者拡大を／

５．強固な組織、5,000人の道腎協を／

６．国会請願運動、署名数60,000名の強力な取り組み

　　

を／

総 心
Xx

一●-

四
-

一三･
-
ＥＺコ

ｊ案ぐ

　

今、わが国において、盛んに政府の各種審議会で、社会保障について、議論さ

れています。その殆どは、医療・年金・介護等の諸制度に、給付を減らし負批を

増やす方向で議論されています。

　

私たち、国民が病気や老後になった時に、安心して、治療や生活が送られるた

めに、社会保障制度があるのではないのでしょうか。

　

透析医療に対しても「慢性維持透析患者外来医学管理料」やダイアライザーの

引き下げ等、合併症の早期発見や透析効率が落ちないか懸念されています。

　

私たちは､いつでもどこでも必要な医療が受けられ病気や障害を持ちながらも、

将来に希望を持ち生涯を通じて、明るく豊かな生活が保証されるように願って活

助しています。

　

今年度も。人間としての尊厳が、何より大切にされる社会の実現を目指して、

患者会ばかりではなく国民全体と連携して団結を一層強め活助することを宣言し

ます。

　　

平成16年５月30口

19

北海道腎臓病患者連絡協礒会

　　

第27回定期総会札幌大会



Ｉ役職名 氏　　　名 地域患者会
岨職名

会　　　長 川　村　隆　志 (札幌)

副　会　長 掛　札　　　聖 (釧路)

山　口　信　子 (苫小牧)

青　柳　正　一 (旭川)

堀　井　和　彦 (札幌)

事務局長 渾　内　繁　雄 (札幌)

事務局次長 三　上　留美子 (札幌)

会　　　計 村　本　徳　雄 (札幌)

運営委員 柳　沼　正　－ (札幌)

首　木　芳　三 (札幌)

近江谷　　　守 (旭川)

桑　島　智　義 (道南)

河　内　英　樹 (苫小牧)

水　島　　　裕 (室蘭)

橋　本　　　巌 (釧路)

大　潭　則　夫 (十勝)

幹　　　事 佐　藤　　　功 (札幌)

石　井　典　子 (札幌)

北　　　征　子 (小樽)

小笠原　和　枝 (十勝)

小　平　敬　明 (旭川)

永　潭　直　喜 (夕　張)

山　谷　仮　幸 (道　南)

松　浦　範　子 (苫小牧)

田　中　敏　彦 (留萌)

井　上　　　茂 (紋別)

浜　　　　　武 (稚　内)

村　田　　　豊 (ｵﾎｰﾂｸ)

原　　　　　弘 (北　見)

秦　　　直　泰 (滝川)

山　中　勝志郎 (伊達)

栗　山　尚　倫 （釧路）
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役職名 氏　　　名 地域患者●
組織名

幹　　　事 斉　藤　　　英 （浦河）

宮　林　政　勝 (室蘭)

小　松　勝　寿 (静内)

岡　田　　　均 (根室)

矢　野　　　清 (江別)

会計監査役 蓬　田　雄　－ (旭川)

福　原　真理子 (札幌)

相　談　役 岩　崎　　　薫 (札幌)

鈴　木　啓　三 (札幌)

【全腎協派遣役員】

役職名 氏　　　名 地域愚者會｀
組総名

理　　　事 佐　藤　利　國 (室蘭)

正　会　員 栗　山　尚　倫 (釧路)

【道難病連派遣役員】

　＝■=-＝
役職名

氏：　ｉ; Ｉ

　｜　｜

liiiii｀
岨総名

理　　　事 北　　　征　子 (小樽)

評　皺　員 柳　沼　正　一 (札幌〉

青　柳　正　－ (旭川)

松　浦　範　子 (苫小牧)

藤　田　孝　子 (室蘭)

事業資金委員 潭　内　繁　雄 (札幌)

【機関紙編集委員】

編集委員長 村　本　徳　雄

編集委員 堀　井　和　彦

暉　内　繁　雄

三　上　留美子

福　原　真理子

久　原　幸　江



道
腎
協
規
約

第
１
章

　

総

則

　

（
名
称
及
び
所
在
地
）

第
１
条

　

こ
の
会
の
名
称
は
、
北
海
道

　
　

腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
と
称
す

　
　

Ｉ
道
腎
協
と
略
称
し
、
本
文
に

　
　

お
い
て
以
下
『
本
会
』
と
記
す
。

　

２
本
会
の
所
在
地
（
事
務
局
）
は

　
　

次
の
と
お
り
。

　
　

札
幌
市
北
区
北
1
7
条
西
２
Ｆ
‐

　
　
　
　
　
　
　

2
1
1
6
1
7
－
－
０
１

　

（
組
織
）

第
２
条
本
会
は
、
腎
瞰
病
患
者
と
そ

　
　

の
家
族
を
Ｌ
た
る
会
員
と
す
る
『
患

　
　

者
会
組
織
』
（
原
則
と
し
て
地
域
の

　
　

複
数
以
上
の
患
者
団
体
）
で
楠
成

　
　

さ
れ
る
連
絡
協
議
会
と
す
る
。
ま

　
　

た
、
本
会
の
事
業
を
賀
助
す
る
た

　
　

め
に
加
入
し
た
特
別
会
員
（
俐
人

　
　

又
は
団
体
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　

２
本
会
は
杜
団
法
人
全
国
腎
臓
病

　
　

協
議
会
（
略
称
一
心
ｔ
腎
協
）
及
び

　

財
団
法
人
北
海
道
難
病
連
（
略
称

　

一
道
難
病
連
）
に
加
盟
す
る
。

３
本
会
へ
の
加
入
は
、
「
患
者
会
組

　

織
」
加
人
を
原
則
と
し
。
運
営
会

　

議
の
議
を
経
て
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

承
認
を
得
て
、
総
会
で
加
入
の
可

　

否
を
決
定
す
る
。

第
２
章

　

目
的
及
び
事
業

　

（
目
的
）

第
３
条
本
会
の
目
的
は
次
の
通
り
と

　
　

す
る
。

　

山

　

腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医
療
と

　
　

権
利
を
守
り
、
真
の
社
会
保
障
制

　
　

度
の
確
立
を
め
ざ
す

　

○
腎
臓
病
の
治
療
と
予
防
の
た
め

　
　

の
医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の

　
　

充
実
と
向
Ｌ
を
め
ざ
す

　

間
腎
臓
病
患
者
相
互
の
経
験
交
流

　
　

と
親
睦
を
図
る

　

（
事
業
）

第
４
条
本
会
は
前
条
の
口
的
を
達
成

　

す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

巾
腎
臓
病
患
者
：
家
族
の
医
療
と

　

生
活
を
守
り
。
向
上
さ
せ
る
た
め

　

の
法
的
、
行
政
的
、
医
学
的
要
請

　

を
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
る

０

　

必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
と

　

伝
達

ぼ
広
報
に
関
す
る
事
業

剛
加
人
『
患
者
会
組
織
』
間
の
交

　

流
回
加
人
『
患
者
会
組
織
』
の
強
化

　

と
未
加
入
患
者
会
の
組
織
化

㈲
そ
の
他
の
患
者
・
障
害
者
組
織

　

な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携

閉

　

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め

　

の
諸
事
業

第
３
章

　

会

　
　

議

　

（
種
別
）

第
５
条
本
会
の
会
議
は
次
の
通
り
と

　
　

す
る
．

　

山
総

　

会

　

閣
ブ
ロ
ッ
ク
会
離

　

即
運
営
会
議

　

（
総
会
）

第
６
条
総
会
は
本
会
の
最
高
離
決
機

　
　

関
で
あ
っ
て
年
一
回
、
前
年
度
会

　
　

計
期
間
終
了
後
、
す
み
や
か
に
会

　
　

畏
か
召
集
開
催
す
る
。

　

２
総
会
は
全
体
会
議
と
し
。
文
書

　
　

に
よ
る
発
言
も
で
き
る
。

　

（
臨
時
総
会
）

第
７
条
加
入
『
患
者
会
組
織
』
の
３

　
　

分
の
１
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と

　
　

き
、
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
離
が
必

　
　

要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を

　
　

開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
）

第
８
条
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
会
長
が
召

　
　

集
し
。
運
営
会
議
の
構
成
員
及
び

　
　

幹
事
な
ら
び
に
会
計
監
査
役
に
よ

　
　

り
楠
成
さ
れ
、
年
度
に
２
回
以
上

　
　

開
催
す
る
。

　

２
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
付
議
事
項
の

　
　

ほ
か
に
、
各
『
患
者
会
組
織
』
か

　
　

ら
の
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
協
議

　
　

決
定
す
る
、

　

３
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
決
定
は
総
会

　
　

に
報
告
し
承
認
を
受
け
る
。

　

（
運
営
会
議
）

第
９
条
運
営
会
截
は
会
艮
。
副
会
長
、

　
　

事
務
局
艮
、
事
務
局
次
長
、
会
計
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と
運
営
委
八
に
よ
り
構
成
ざ
れ
る
。

　

２
運
営
会
議
は
総
会
、
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

会
議
の
決
定
に
基
づ
き
本
会
の
運

　
　

瞥
に
責
任
を
も
つ
執
行
機
関
で
あ

　
　

り
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
召
集

　
　

す
る
。

　

３
運
営
会
議
の
決
定
は
、
次
の
ブ

　
　

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
、
承
認
を

　
　

受
け
る
。

　

（
会
破
の
議
長
）

第
1
0
条
本
会
の
会
議
の
議
長
は
そ
の

　
　

都
度
、
出
席
者
の
中
か
ら
選
出
す

　
　

る
。

　

（
会
議
の
運
営
）

第
１
１
-
･
条
本
会
の
会
議
運
営
は
相
互
の

　
　

意
見
を
尊
重
し
。
充
分
な
議
論
の

　
　

も
と
合
議
を
原
則
と
し
、
や
む
な

　
　

く
眺
決
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は

　
　

出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ

　
　

て
議
決
し
、
可
否
同
数
の
場
合
は

　
　

議
長
が
決
す
る
。

　

（
会
議
の
付
離
事
項
）

第
1
2
条
会
議
に
必
ず
付
議
し
な
け
れ

　
　

ば
な
ら
な
い
事
項
は
次
の
通
り
と

　
　

す
る
。

　

田
規
約
の
改
廃
に
関
す
る
こ
と

○
事
業
計
画
及
び
経
過
報
告

倒
予
算
・
収
支
決
算
．
会
計
監
査

　

報
告
（
運
営
会
議
は
除
く
）

㈲
役
員
の
選
出
に
関
す
る
こ
と

第
４
章

　

役

　

員

　

（
役
員
）

第
1
3
条
本
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

　
　

た
め
、
次
の
役
員
を
置
く
。

　

出
会

　
　

長

　
　

１
名

　

閲
副
会
長

　

若
千
名

　

印
事
務
局
長

　
　

１
名

　

㈲
事
務
局
次
長

　

若
千
名

　

叩
会

　
　

計

　
　

１
名

　

圓
運
営
委
員

　

若
千
名

　

圀
幹

　
　

事
原
則
と
し
て
各

　
　
　

『
愚
者
会
組
織
』
か
ら
１
名

　

叩
会
計
監
査
役

　
　

２
名

　

（
役
員
の
任
免
）

第
1
4
条
前
条
に
お
け
る
幹
事
は
、
各

　
　
　

『
患
者
会
組
織
』
か
ら
推
薦
を
受

　
　

け
、
そ
の
他
の
役
員
は
運
瞥
会
議

　
　

の
指
定
し
た
『
患
者
会
組
幟
』
か

　
　

ら
推
薦
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も

　
　

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
を
経
て
、

　
　

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

　

２
前
項
に
お
い
て
、
推
薦
さ
れ
る

　
　

そ
の
他
の
役
員
は
。
本
会
の
幹
事

　
　

な
ど
の
経
験
を
有
す
る
者
が
望
ま

　
　

し
い
。

　

３

　

運
営
会
議
の
構
成
員
に
欠
員
が

　
　

生
じ
た
場
合
の
補
充
は
、
運
営
会

　
　

塵
の
裁
量
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。

　

４

　

役
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、
再

　
　

任
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
中
途
補
充

　
　

の
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任

　
　

期
間
と
す
る
。

　

５
役
員
の
兼
任
は
出
来
な
い
も
の

　
　

と
す
る
。

　

６
役
員
が
本
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
、

　
　

ま
た
は
目
的
に
反
す
る
行
為
を
し

　
　

た
と
き
、
運
営
会
議
の
議
決
に
基

　
　

づ
き
退
会
さ
せ
る
事
か
で
き
る
。

　

７
本
会
に
相
破
役
、
顧
問
を
置
く

　
　

こ
と
が
出
来
る
。
相
談
役
。
顧
問

　
　

は
運
営
会
議
が
委
任
す
る
。

　

（
役
員
の
任
務
）

第
1
5
条
会
長
は
。
本
会
の
業
務
を
総

　
　

括
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　

２
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
会

　
　

長
に
事
故
あ
る
場
合
は
そ
の
任
務

　
　

を
代
行
す
る
。

３
事
務
局
長
は
、
事
務
局
の
業
務

　

を
統
括
す
る
と
共
に
、
運
営
会
議

　

の
議
決
に
基
づ
き
。
そ
の
執
行
に

　

あ
た
る
。

４
事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を

　

補
佐
し
。
各
種
事
楽
の
円
滑
推
進

　

に
寄
与
す
る
。

５
会
計
は
本
会
の
収
支
状
況
の
経

　

理
を
行
い
、
総
会
に
お
い
て
会
計

　

報
告
を
し
、
承
認
を
受
け
る
。

６

　

運
営
委
員
は
運
営
会
議
を
構
成

　

し
、
活
動
方
針
の
立
案
及
び
、
総

　

会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
決
し
た

　

業
務
の
執
行
に
あ
た
る
。

７
幹
事
は
運
営
会
議
の
構
成
員
及

　

ぴ
会
計
監
査
役
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
霞
を
構
成
し
、
地
元
組
織
と

　

の
連
携
を
保
つ
。

８
会
計
監
査
役
は
、
会
計
年
度
内

　

に
２
回
、
現
金
出
納
簿
。
関
係
書

　

類
を
監
査
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及

　

び
、
総
会
に
お
い
て
結
果
を
報
告

　

す
る
。

９
相
談
役
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
運

　

瞥
会
鵬
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
事

　

が
で
き
、
顧
問
は
本
会
の
求
め
に
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応
じ
て
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

第
５
章
事
務
局

　

（
事
務
局
）

第
1
6
条
本
会
に
事
務
局
を
置
く
こ
と

　
　

が
で
き
る
。

　

２
事
務
局
員
の
採
用
は
運
営
会
議

　
　

で
決
定
す
る
。

　

３
事
務
局
は
運
営
会
議
の
指
導
の

　
　

も
と
に
本
会
の
業
務
を
執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

第
1
7
条
事
務
局
長
、
事
務
局
員
に
は

　
　

事
務
局
手
当
を
支
給
す
る
。

　

２
事
務
局
手
当
の
支
給
額
は
運
営

　
　

会
議
で
決
定
す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

第
1
8
条
退
職
給
与
規
程
に
よ
り
、
事

　
　

務
局
員
に
退
職
金
を
支
給
す
る
。

　
　

支
給
に
異
議
あ
る
と
き
は
、
運
営

　
　

会
議
で
決
定
す
る
。

　

第
６
章
会

　
　

計

　

（
財
政
）

第
1
9
条
本
会
の
財
政
は
会
費
、
寄
付

　
　

金
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
賄

　

（
会
費
）

第
2
0
条
本
会
の
会
費
は
『
患
者
会
組

　
　

織
』
の
会
員
１
名
に
つ
き
、
年
額

　
　

4
.
2
0
0
円

　
　
　

（
内
訳
一
道
腎
協
２
、
４
０
０
円
、

　
　

全
腎
協
１
、
８
０
０
円
）
と
し
中

　
　

途
入
会
者
は
月
割
（
月
額
３
５
０

　
　

円
）
計
算
と
す
る
。

　

２
会
費
納
入
は
原
則
と
し
て
新
年

　
　

度
の
早
い
時
期
に
す
み
や
か
に
納

　
　

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

３

　

一
且
納
入
し
た
会
費
及
び
処
出

　
　

金
品
は
、
収
支
予
算
上
、
こ
れ
を

　
　
　

一
切
返
戻
し
な
い
。

　

（
会
計
年
度
）

第
2
1
条
本
会
の
会
計
午
度
は
毎
年
４

　
　

月
１
日
に
始
ま
り
、
翌
年
３
月
3
1

　
　

日
に
終
わ
る
。

　

（
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
書
類
）

第
2
2
条
本
会
の
収
支
状
況
を
記
録
し

　
　

た
現
金
出
納
簿
、
及
び
関
係
書
類

　
　

は
総
会
に
お
い
て
会
計
監
査
報
告

　
　

を
受
け
、
５
年
間
保
存
し
た
の
ち
、

　
　

廃
棄
処
分
と
す
る
。

　

第
７
章

　

附

　
　

則

　

（
規
約
の
改
正
・
廃
止
及
び
規
程
）

第
2
3
条
本
会
の
規
約
の
改
廃
は
、
運

　
　

営
会
議
で
立
案
検
肘
を
経
て
、
ブ

　
　

ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議
討
論
を
得
て
、

　
　

総
会
に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

　

２

　

改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
、
承

　
　

認
決
定
し
た
総
会
年
度
の
始
期
（
４

　
　

月
１
日
）
に
遡
り
施
行
す
る
。

　

３

　

こ
の
規
約
に
基
づ
き
、
各
種
規

　
　

程
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

４
各
種
規
程
は
別
に
定
め
る
。
規

　
　

程
の
作
成
、
改
廃
は
運
営
会
議
に

　
　

お
い
て
行
い
、
そ
の
内
容
は
、
ブ

　
　

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
す
る
。

　
　
　

（
交
通
費
、
旅
費
、
表
彰
、
慶
弔
。

　
　

退
職
給
与
）
。

　

５
本
規
約
は
昭
和
5
3
年
６
月
1
8
日
、

　
　

第
１
回
総
会
に
お
い
て
制
定
し
、

　
　

施
行
す
る
。

　

６

　

昭
和
5
8
年
７
月
３
日
一
部
改
正

　
　
　

（
全
体
総
会
、
全
腎
協
加
盟
他
）
。

　

７

　

昭
和
6
2
年
５
月
3
1
m
.
一
郎
改
正

　
　
　

（
事
務
局
員
の
手
当
、
道
腎
協
の

　
　

会
費
１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
）
。

８
平
成
元
年
５
月
2
8
r
ｎ
一
部
改
正

　
　

（
相
談
役
、
願
問
の
般
置
、
役
員

　

の
任
務
に
関
す
る
事
他
）
。

９
平
成
２
年
５
月
2
7
日
一
部
改
正

　
　

（
全
腎
協
会
費
1
0
月
か
ら
１
３
０

　

円
、
翌
３
年
1
0
月
か
ら
１
５
０
円

　

に
）
。

拍
一
平
成
３
年
６
月
２
日
一
郎
改
正

　
　

（
退
職
金
手
当
を
設
け
支
給
、
事

　

務
局
次
長
１
名
）
。

１
１
平
成
７
年
６
月
４
日
一
部
改
正

　
　

（
役
員
の
任
期
２
年
に
）
。

１
９
一
平
成
９
年
５
月
2
5
日
一
部
改
正

　
　

（
事
務
局
次
長
２
名
に
）
。

1
3
平
成
1
1
年
６
月
６
日
大
幅
改
正

　
　

（
役
員
の
任
務
他
）
。

1
4
平
成
C
M
年
５
月
2
1
1
n
一
部
改
正

　
　

（
会
議
の
議
長
に
関
す
る
事
他
）
。
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道腎協加盟地域腎友会組織一覧表

「　会　　　　　名 四Ｔ 住　　　　　　　　　所 ●　a ’1

旭川地方腎友会 旭川iff

岩　見　沢　腎　友　会 岩見沢市

浦河地区腎友会 浦河郡浦河町

江別腎臓病患者会 れ二男IJi↑T野4!莞爾fft々木･rJ‘81の６
　　　　　　　　　　　　　渓和会江別病院　透析室内

小樽後志地方腎友会 小樽市

オホーツク腎友会 網走市

北見地方腎友会 北見市

釧路地方腎友会 ●II路市川4ﾋ4
－17

　　　　　　　　身体障害者哺祉センター内

札幌腎臓病患者友の会 札幌市北区

静　内　腎　友　会 静内郡静内町

腎友会滝川クリニック透析者の会 滝川市有明町２丁目4
－45

　　　　　腎友会滝川クリこック　透析室内

伊達地方腎友会 伊達市

千　歳　腎　友　会 千歳市

道南腎臓病患者連絡協議会 亀田郡七飯町

十勝地方腎友会 帯広市

苫　小　牧　腎　友　会 苫小牧市

根　室　腎　友　会 根室市

深　川　腎　友　会 深川市５条６番10号
　　　　　　深川市立総合病院　透析室内

室蘭地方腎友会 室蘭巾東町2－1－19
　　　　室蘭市障害者総合隔柾センター内

紋別地方腎友会 紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

留萌地方水無人腎友会 留萌市東雲町２丁目16番
　　　　　　　　留萌市立病院　透折室内

稚内地方腎友会 稚内市中央４丁目11番６号
　　　　　　　　稚内市立病院　透析室内

上　別　腎　友　会 士別市東山町3029番地１
　　　　　　市立上別総合病院　透析室内

三　笠　腎　友　会 三笠市

富　良　野　¶　友　会 富良野市幸町13－ 1
　　　　　　　富良野協会病院　透析室内

小清水赤十字病院腎友会 斜里郡清里町

北海道腎臓病患者連絡協議会 ｷL●甦ili4ﾋ区:jﾋ17粂西２丁目21-617
　　　　　　　　　　　　　サザンアベこュー北大101

咄全国腎臓病協議会 東京都豊島区巣鴨１丁目20≫9^^･
　　　　　　　　巣鴨フアーストビル３階 ｊ
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